
☆最初のＩＳＳ構成要素打上げから１５７２日経過しました☆最初のＩＳＳ構成要素打上げから１５７２日経過しました☆最初のＩＳＳ構成要素打上げから１５７２日経過しました☆最初のＩＳＳ構成要素打上げから１５７２日経過しました
☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は１０５日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は１０５日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は１０５日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は１０５日経過しました

☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向
　バウアーソックス宇宙飛行士、ペティ宇宙飛行士は３月４日、Ｉ
ＳＳのＳ１トラスの点検をロボットアームを用いて行いました。こ
の点検ではトラスについているラジエターの配管接合部の断熱カバー
やＳ１トラスとＳ０トラスの結合部分の点検などを行ないました。
また３月６日にはＳ１トラスの反対側に設置されているＰ１トラス
について、同様の点検を行いました。
　科学実験については、無重力状態での人間の下半身の筋肉・関節
の動きを調べる米国の実験や、ロシアの植物栽培実験などが継続さ
れています。
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☆☆☆☆データ中継技術衛星「こだま」、初のデータ中継に成功データ中継技術衛星「こだま」、初のデータ中継に成功データ中継技術衛星「こだま」、初のデータ中継に成功データ中継技術衛星「こだま」、初のデータ中継に成功
　宇宙開発事業団（ＮＡＳＤＡ）が昨年９月１０日に打ち上げた
データ中継技術衛星「こだま」が初めて実際に衛星から送信され
たデータの中継に成功しました。相手の衛星は同じく昨年１２月
１４日に打ち上げられた地球観測技術衛星「みどりⅡ」で、みど
りⅡが観測したインド付近の映像を中継しました。
　こだまはＩＳＳ等比較的低い軌道をまわる人工衛星からのデー
タを地上に中継するための衛星で、こだまを用いることで衛星と
地上との交信可能時間を大幅に延ばすことが可能になります。
「きぼう」打上げ後はきぼうからのデータ送信にこだまが用いら
れ、きぼうの運用に重要な役割を果たすことになります。

☆ＳＴＳ－９９のデータで恐竜絶滅？のクレーターを確認☆ＳＴＳ－９９のデータで恐竜絶滅？のクレーターを確認☆ＳＴＳ－９９のデータで恐竜絶滅？のクレーターを確認☆ＳＴＳ－９９のデータで恐竜絶滅？のクレーターを確認
　毛利宇宙飛行士が２０００年２月に搭乗したＳＴＳ－９９ミッ
ションではＳＲＴＭと呼ばれる、地形の３次元データを収集し
ました。この飛行で得られた地形のデータはまだ解析が続けら
れていますが、このほど、メキシコ･ユカタン半島にある隕石
か彗星が衝突したと見られるクレーターの跡が確認されました。
　このクレーターはメキシコのチチュルブにあるもので、ここ
に隕石か彗星が落下した影響で６５００万年前に恐竜が絶滅し
たのではないか、との説があります。

詳しくは下記のＮＡＳＡによる発表をご覧下さい。
http://www.nasa.gov/HP_news_03096.html

Ｓ１トラスとＰ１トラス
（左側がＰ１、右側Ｓ１）

こだまによるデータ中継イメージ

公開されたユカタン半島の画像
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